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愛知県立大学研究倫理審査委員会規程

（趣旨） 

第１条 この規程は、第１８回世界医師会総会で採択されたヘルシンキ宣言の精神に則り、愛

知県立大学学則第７０条に基づいて、本学の教職員、大学院学生、学部学生等の研究者（以

下「研究者」という。）が人（死者及び生体試料を含む。）を対象とする研究を行う場合に、

個人の尊厳、人権の尊重、個人情報の保護などの倫理的配慮が適切になされているかどうか

を審査する愛知県立大学研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。）について必要な事項

を定める。

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次の事項を審査及び審議する。 

（１）倫理的観点による研究計画の審査 

（２）研究における倫理のあり方の検討 

（３）その他研究費の不正使用等を除く研究倫理に関すること。 

（組織・運営） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 （１）学長 

 （２）副学長 

 （３）学部長（研究科長を兼ねる。） 

 （４）学術研究情報センター長

 （５）学術研究情報センター副センター長

 （６）その他委員会が必要と認めた者

２ 委員長は、学長をもって充てる。

３ 委員長は、必要に応じて委員会を召集し、その議長となる。

４ 委員長に事故等があるときは、副学長が委員長の職務を代行する。

５ 委員会は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

６ 委員会の議事は、出席委員の３分の２以上によって決する。

７ 申請に関係する委員は、当該案件の審査に加わることができない。

８ 委員長は、必要に応じて委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴取することができる。

ただし、議決に加えることはできない。

（審査部会）

第４条 委員会のもとに、研究計画について具体的な審査を行うための部会を置く。

２ 各部会の構成員は、次の通りとする。 

（１）教育・福祉系審査部会

学術研究情報センター長

教育福祉学部選出の教育研究審議会委員

教育福祉学部選出の委員 ２名以上４名以内
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学外の有識者 １名又は２名

（２）看護系審査部会 

学術研究情報センター副センター長 

看護学部選出の教育研究審議会委員

看護学部選出の委員 ２名以上４名以内

学外の有識者 １名又は２名

（３）情報系審査部会 

学術研究情報センター長

情報科学部選出の教育研究審議会委員

情報科学部選出の委員 ２名以上４名以内

学外の有識者 １名又は２名

（４）人文・社会科学系審査部会 

学術研究情報センター長

外国語学部及び日本文化学部選出の教育研究審議会委員 各１名

外国語学部及び日本文化学部選出の委員 各１名

学外の有識者 １名又は２名

３ 教育・福祉系審査部会、情報系審査部会及び人文・社会科学系審査部会長は学術研究情報

センター長、看護系審査部会長は学術研究情報センター副センター長が務める。 

４ 前第２項の学部選出委員及び学外有識者の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 前第２項の学部選出委員及び学外有識者委員に欠員が生じた場合は、その都度補充するも

のとし、その任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 審査部会長は、必要に応じて部会を召集し、その議長となる。

７ 審査部会は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

８ 申請に関係する審査部会の委員は、当該申請の審査に加わることができない。

９ 審査部会の長は、審査経過及び判定等の審査結果を委員会の委員長に報告しなくてはなら

ない。

（申請書の審査） 

第５条 本学の研究者（複数の場合は、その代表者）は、研究費の不正使用等を除く研究倫理

に係る研究を実施する場合、委員会に研究計画審査申請書を提出しなければならない。 

２ 審査部会は、提出された研究計画について倫理的な観点から審査する。 

３ 審査にあたっては、次の点に留意する。 

（１）研究によって生じる人権侵害の危険性 

（２）研究の対象となる個人等に関する情報の保護 

（３）研究の対象となる個人等に対する事前の説明と同意 

（４）研究によって生ずる学問上の利益あるいは貢献度の予測 

４ 審査部会が審査上必要と認めた場合は、研究の申請者又は専門的知識を有する者を出席さ

せ、申請の内容について説明又は意見を聴取することができる。 

５ 審査部会の判定は、出席委員の３分の２以上によって決する。 

６ 審査部会は、次の各号に掲げるいずれかの判定を行う。 
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（１）承認 

（２）条件付き承認 

（３）不承認 

（４）変更後再審査 

（５）審査対象外 

７ 審査経過及び判定は、記録として保存され、原則として公開とする。ただし、公開するこ

とによって、研究対象者の人権や知的財産権の保護などに支障をきたすと委員長が判断した

部分については、この限りではない。 

（暫定実施） 

第６条 委員長は、部会の承認判定を得た研究計画を早急に実施する必要があると判断した場

合には、研究計画の実施を暫定的に認めることができる。ただし、その後、委員会が当該研

究計画の実施を認めないと判定した場合、研究代表者は、研究を中止しなければならない。 

（迅速審査） 

第７条 委員長は、審査部会長が指名する委員による迅速審査に付すことができる。 

２ 迅速審査に付すことが可能な申請は、以下のものに限ることとする。 

（１）既に承認されている研究計画の軽微な変更 

（２）共同研究であって、既に主たる他の研究機関において倫理審査委員会の承認を受けた

研究計画を本学が分担研究機関として実施しようとする場合の研究計画 

（３）研究対象者に対してプライバシーの侵害などの人権侵害や最小限の危険（日常生活や

日常的な医学的検査等で被る身体的、心理的、社会的危害の可能性の限度を超えない危

険であって、社会的に許容される種類のものをいう。）を超える危険を含まない研究計画 

（４）既に委員会において承認を受けた研究計画に準じて類型化されている研究計画 

３ 迅速審査における判定は、第１項の規定により指名された委員の報告に基づき審査部会長

が行う。ただし、その結果は、事後に開催される直近の審査部会において報告されなければ

ならない。

（再審査） 

第８条 申請者は、審査部会及び委員会の判定又は決定について異議がある場合には、理由書

を添えて委員会に再審査を求めることができる。 

（庶 務） 

第９条 委員会と審査部会の庶務は、研究支援・地域連携課が担当する。ただし、看護系審査

部会に関しては、守山学務課が担当するものとする。

（雑 則） 

第１０条 委員会の議事及び運営に関し、必要な事項は別に定める。

   附 則 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。
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附 則 

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則 

この規程は、平成２６年７月１日から施行する。

 附 則

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。


